
 

区分 活動内容 今後の対応 

業務の概要 

・学校教育・生涯学習を中心とした「森と学び」の推進、展開 

・不登校の子どもを対象にした森の学び場「こどもの森」事業の実施 

・「森と学びセンター」設置を見据えた提案や実践 

・フィンランド視察、学校間の国際交流プロジェクト 

活
動
予
定 

・ネイチャーセンター構想（森と学

びセンター）を見据えた「焚き火

ウィーク」「こどもの森」等の取り

組みの推進、森や野外、地域の景

観を活かした多世代にわたる学び

の場づくり 

・学校との連携、教員との関係づく

りや研修会等の実施 

・フィンランドとの学校間交流の推

進 

・野外教育施設や子どもの居場所等

の視察、救急救命講習などのスキ

ルアップの研修参加 

これまでの 

活動内容 

・不登校の子どもを対象にした森での居場所と活動

の場「こどもの森」の開催（月1回程度） 

・フィンランド視察：教育班として現地の小中学校、

高校、森のようちえんなどの教育現場を見学、フ

ィンランド教育のエッセンスを探る（5月） 

・フィンランド視察を受けた報告会での発表（月1

モイモイ、市役所報告会、ミドリナ哲学会、教務

主任との懇談会、東春近市長と語る会） 

・フィンランドとの学校間オンライン交流の実施

（伊那東小、春富中） 

・焚き火ウィークの実施：協力隊有志、集落支援員

フィンランド担当、ミドリナ委員会などと連携し

た焚き火を中心にした場づくりの実践 

・伊那市新しいまちづくり協議会・弥生が丘ワーキ

ンググループにて「学びの新しい当たり前を一緒

に考えよう」実施 

・その他：市民の森焚き火の日、東春近焚き火の日、

西箕輪小PTAレクで焚き火の会、伊那北高校探求

フィールドワーク、櫻国際高校探求授業、高遠山

室地区地域会議参加 

▼写真① 

 
 

▼写真② 

 

課
題 

・各学校や教員とのさらなる連携体

制の構築 

・庁内各課との連携体制の強化 

・市の教育方針における「森と学び」

の位置付けや枠組みの明確化 

・実践を主にした野外で学ぶことの

効果や役割の明示、提示 

 

※市公式ホームページに掲載します。 

伊那市地域おこし協力隊 活動紹介 
令和7年度上半期(令和7年4～10月) 

ミッション名 未来の教育コーディネーター 氏名 山本 風音 

作成/隊員→提出/担当課 4 月・10 月  各 5 日までに→合議/集落支援員 


